
 

 

  家畜衛生だより 
 

 ■ 令和６年度の新体制です 
 

  4 月１日付けの人事異動により、以下の新体制となりました。 

  今年度も引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

役職・担当名 新体制（前職） 転出者（転出先） 

所 長 

副 所 長 

伊 藤  麗 子 （畜産安全課） 

加 島  恭 美 （農業技術研究センター）  

佐 竹  吉 人 （所内異動） 

片 山  智 之 （食肉衛生検査センター北部支所） 

総務担当   主    任 石 野  裕 美   

家畜防疫担当 担当部長 

担当課長                 

  主   任         

主   任 

技   師 

技   師 

技   師 

技   師 

技   師 

専 門 員 

   －  

春 山  優 唯  

石 原  径 佳  

成 田  沙 織  

大 森   香 葉 （畜産安全課） 

田 中  雅 子 （熊谷家畜保健衛生所） 

高 橋  友 希  

洪  裕 天 

飯 島  雄 二  

河 合  正 子 

吉 田  輝 美 （畜産安全課） 

 

 

 

関 根  貴 司 （退職） 

植 野   綾 子 （退職） 

 

 

 

畜産支援・安全対策担当 

   担当部長  

主   任 

技   師                

 

佐 竹  吉 人 （所内異動） 

杉 山  公 一 （熊谷家畜保健衛生所）  

金 澤  理 子  

 

山 岸  聡 美 （中央家畜保健衛生所） 

齊 藤  麻 菜 （東松山保健所） 

 

 
 

  ■ 定期報告の提出はお済みですか？ 
    

   提出期限は４月１５日です。 

   未提出の方は早めに提出していただくようお願いします。 
       

     ※今年から、個人情報の取扱いに係る同意欄が追加されました。 

    必ず、御確認のうえ、同意いただく場合は☑の記入をお願いします。 

 

令和６年４月発行 No.６-１（豚） 

埼玉県川越家畜保健衛生所 
電 話：049-225-4141 

F A X：049-226-9653 

緊急携帯 09０-7191-3473 

E ﾒ ｰ ﾙ：HUr254141@pref.saitama.lg.jpU    （（（（  

（夜間、土日祝祭日は緊急携帯に転送） 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=RbQF8vlC&id=B58E267E9E30095FFAB495062889FF1F798E8C14&thid=OIP.RbQF8vlCeph5KSTo1ufYsgHaH5&mediaurl=https://4.bp.blogspot.com/-hPK4oKj2_og/VbnRqx2KenI/AAAAAAAAwOw/d0js0DZO5GU/s800/post_tegami_toukan.png&exph=800&expw=750&q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88%e3%82%84%e3%80%80%e9%83%b5%e4%be%bf&simid=608036663330080881&selectedIndex=58
mailto:r254141@pref.saitama.lg.jp


   ■ 豚熱ワクチンの接種手数料が変更になりました 

               1頭 320円 ⇒ 270円 

   また、登録飼養衛生管理者接種制度が開始しました。希望される方は当所あて 

  御連絡ください。 

 

  ■ 野生いのししの豚熱検査状況について 

  令和５年４月～令和６年３月まで、県内で捕獲した野生いのしし 883 頭のうち 

 3６頭、死亡野生いのしし 3 頭のすべてから豚熱ウイルスが検出されています。 

  野生動物侵入対策と適切な日齢のワクチン接種を徹底し、飼養豚を豚熱から守り 

 ましょう。 

 

 ■ ゴールデンウィークに向けて防疫対策をお願いします 

   ４月下旬から大型連休を迎えるにあたり、人や物の移動が盛んになるため、 

  近隣諸外国からの伝染病病原体の侵入リスクが高まります。飼養衛生管理 

  を徹底し家畜伝染病の発生を防ぎましょう。 

     ★伝染病発生地域への渡航を自粛しましょう。 

   ★外国人研修生を受け入れている畜産関係者は研修生の国際便による 

    畜産物の持ち込みにも注意しましょう。 

   ★国内でも人の動きが活発になります。消毒を徹底し病原体を持ち込ま 

    せないようにしましょう。 

   ★毎日入念に健康観察をして、異状を発見したらすぐに家畜保健衛生所 

    に通報しましょう。 

 


